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　近年，サンゴの白化現象やオニヒトデ被害等で，サンゴ礁が破壊され
ているが，奄美大島においてもそれらの被害は深刻である。一方，リモ
ートセンシング（RS）によるサンゴ礁の研究に関して我が国では主に沖
縄本島や石垣島等において行われてきたが，奄美大島におけるRS研究は
ほとんどない。また，従来のサンゴ礁のRS研究では「サンゴと藻」の分
類が難しいという問題点があった。
　以上のような背景から，本研究は最近の奄美大島におけるサンゴ礁分
布の現状を，衛星データを使って把握すること及びサンゴと藻場等の生
物との分類手法を開発することを目的とした。

Mapping bottom sediments of coaral reef in Amami Island using satellite remote sensing technique
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はじめに

衛星から見た奄美大島北部のサンゴ礁及び底質の分布

奄美大島の位置とサンゴ礁の現状

引用文献まとめ

衛星によるサンゴ礁底質マッピングの原理と使用データ

底質指標による奄美大島北部のマッピング 季節変化を利用した奄美大島北部のサンゴと藻の判別結果

Landsat画像から見た奄美大島北部のサンゴ礁。
海域部のラインは等深線を示す。奄美大島北部
のサンゴ礁の礁嶺部はほぼ水深10ｍのラインに
沿っている。画像は２時期の合成画像。

奄美大島北部の底質分類図（出典：環境省・日本
サンゴ礁学会編，日本のサンゴ礁，2004）。
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＜計算条件＞
衛星画像：Landsat-7/ETM Band1，Band2
衛星観測日：2002/2/25
消散係数比（K12）：0.66
陸・海マスク：沿岸の海の基本図シェープファイル
　　　　　　　より作成
　　　　　　　※外海マスクは水深10ｍ以深とした

＜計算条件＞
衛星画像：Landsat-5/TM Band1，Band2
衛星観測日：1990/2/28
消散係数比（K12）：0.99
陸・海マスク：沿岸の海の基本図シェープファイル
　　　　　　　より作成
　　　　　　　※外海マスクは水深10ｍ以深とした
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▲Landsatデータを使った底質指標マップ．1991年２月（左）と2002年2月（右）の比較

▲砂質地帯におけるLandsatバンド1（自然対数値）とバンド2（自然対数値）の関係

▼Landsatデータから算出された消散係数比と相関係数

 年　　K12　  R    K23    R
1990  0.99  0.72  2.2  0.68
2002  0.66  0.82  1.7  0.53

衛星データ

消散係数比算出

　　底質指標マップ
（サンゴと藻判別不能）

多時期画像の輝度値による
サンゴと藻の判別値決定

　　底質指標マップ
（サンゴと藻判別可能）
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▲砂・泥，緑色植物の典型的な分光特性
　　（Lyzenga,1978の図を改編）

▲砂，泥，緑色植物の底質において可視
２波長の反射率の関係を表した模式図
　　（Lyzenga,1978の図を改編）
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※サンゴと藻はほぼ同様の分光特性

※サンゴと藻はほぼ同一直線状に表れるため，
一般に底質指標では判別が難しい。

底質指標による底質判別の原理

底質指標（Bottom Index：BI）=　log{(DNi-DNdeepi)/(DNj-DNdeepj)^Kij}
                            =  log(DNi-DNdeepj)-Kij*log(DNj-DNdeepj)

DNは反射率に相当する衛星のデジタル値，i，jは衛星の観測波長帯（バンド），Kは消散係数比，deepは十分深い水域
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○奄美大島名瀬市の年平均気温は21.5℃，
　年間降水量は2913.5ｍｍ。
○造礁サンゴが確認された礁縁の積算面積
　は420.3km，礁池のサンゴ群集の総面積は
　5951.2ha。
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＜奄美大島のサンゴ礁の現状（概要）＞
奄美大島の最北部の笠利半島では，海岸線のすべてでサン
ゴ礁が発達する。一方，島の南東側では発達が悪い。この
ようなサンゴ礁の発達の違いは島の北部に流れる黒潮や地
殻変動が等が関係していると言われている。1998年８月下
旬に高水温による大規模な白化現象が発達した。その後，
大規模な白化現象はなく，回復に向かっているが，2001年
から現在までオニヒトデ大量発生の被害で，島のサンゴ礁
に大きな被害を与えている。

＜奄美大島のサンゴの種類＞
○約220種の造礁サンゴ
○1998年以前はミドリイシ属，現在はハマサンゴ属，
　キクメイシ属が優占

Date Satellite/Sensor Resolution(m) *Sea level(mm)
1990/5/16 LNDSAT-5/TM 30 223
1990/7/19 LNDSAT-5/TM 30 246
1990/8/4 LNDSAT-5/TM 30 340
1990/9/5 LNDSAT-5/TM 30 248
1991/2/28 LNDSAT-5/TM 30 252
2002/2/25 LNDSAT-7/ETM 30 282
2002/3/13 LNDSAT-7/ETM 30 177
2002/8/13 LNDSAT-7/ETM 30 205
2002/9/14 LNDSAT-7/ETM 30 258
2001/9/21 LNDSAT-7/ETM 30 240

*Time of measurement: AM11:00 (Data from JODC)

▼使用した衛星データの概要と観測日の名瀬における潮位

▲収集した奄美大島の衛星画像
　ただし雲が多い日にちは定
　量的な解析には使用しない
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本研究は，衛星リモートセンシングにより奄美大島のサンゴ礁における底質マッピングに関す
る基礎的研究を行った。その結果，以下のような事項がわかった。

１）奄美大島北部のLANDSATデータを使って，底質指標のパラメータの一つである消散係数比
を計算した結果，TM/ETMバンド1とバンド2の消散係数比は1990年で約0.99，2002年で約0.66
であった。
２）季節の異なる7時期のLANDSATの可視単バンドデータを使ってサンゴと藻の分類を試みた
結果，８～９月（夏場）の画像を使うと両者の輝度の差が大きく，両者を判別しやすい。

※傾きは消散係数比を示す
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